
【
１
面
か
ら
つ
づ
く
】

Ｑ
２

13
年
、
16
年
に
参

議
院
香
川
選
挙
区
で
立
候

補
。
16
年
は
野
党
統
一
候

補
。
19
年
は
、
参
議
院
比

例
代
表
候
補
と
。
今
回
、

衆
議
院
選
挙
香
川
１
区
の

候
補
者
と
し
て
の
思
い
は
。

ま
た
野
党
共
闘
は
ど
う
な

り
ま
す
か
。

立
憲
民
主
党
の
代
表
に

野
田
佳
彦
元
総
理
が
就
任

し
ま
し
た
。
野
田
氏
は
安

保
法
制
を
「
す
ぐ
に
は
廃

止
で
き
な
い
」
と
か
、

「
政
権
を
共
産
党
と
は
一

緒
に
担
う
こ
と
が
で
き
な

い
」
な
ど
と
い
い
、
日
本

維
新
の
会
と
の
協
力
に
言

及
し
て
い
ま
す
。
共
闘
の

土
台
で
あ
る
一
致
点
が
失

わ
れ
て
い
ま
す
。

野
党
共
闘
を
た
た
か
い

の
原
点
に
立
た
せ
、
再
構

築
す
る
た
め
に
も
日
本
共

産
党
の
躍
進
が
必
要
で
す
。

Ｑ
３

香
川
１
区
で
は
共

産･

自
民･

立
憲･

維
新
の

対
決
（
現
在
）
で
す
が
、

ど
う
選
挙
戦
を
戦
い
ま
す

か
。香

川
１
区
で
は
私
だ
け

が
、
集
団
的
自
衛
権
を
可

能
に
す
る
安
保
法
制
の
廃

止
を
正
面
に
掲
げ
て
い
ま

す
。
裏
金
問
題
や
統
一
協

会
の
問
題
で
も
、
暮
ら
し

や
外
交
・
安
全
保
障
の
問

題
で
も
、
展
望
あ
る
対
案

を
具
体
的
に
示
せ
る
の
は

私
だ
け
で
す
。
白
川
よ
う

子
四
国
比
例
ブ
ロ
ッ
ク
候

補
と
と
も
に
国
政
へ
送
り

出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の

た
め
に
私
も
全
力
を
尽
く

し
ま
す
。

Ｑ
４

政
治
の
特
に
ひ
ど

い
と
感
じ
る
点
、
対
案
と

し
て
訴
え
た
い
日
本
共
産

党
の
政
策
は
な
ん
で
す
か
。

訴
え
た
い
政
策
は
。

大
企
業
・
財
界
か
ら
献

金
を
受
け
取
り
、
政
治
を

ゆ
が
め
、
労
働
者
の
低
賃

金
・
不
安
定
・
長

時
間
労
働
を
広
げ

て
き
た
こ
と
が

｢

失
わ
れ
た
30
年｣

の
土
台
で
す
。

労
働
法
を
規
制

強
化
し
、
正
社
員

が
当
た
り
前
、
最

賃
時
給
１
５
０
０
円
、
残

業
時
間
の
規
制
強
化
な
ど

で
、
８
時
間
働
け
ば
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
実

現
さ
せ
る
。
更
に
1
日
7

時
間
、
週
３
５
時
間
労
働

を
目
指
し
ま
す
。

Ｑ
５

賃
上
げ
と
一
体
に

労
働
時
間
の
短
縮
、
働
く

人
の
自
由
な
時
間
の
拡
大

の
た
め
の
「
自
由
時
間
拡

大
推
進
法
」
の
提
唱
が
な

さ
れ
ま
し
た
が
、
ど
う
い

う
意
義
を
持
ち
ま
す
か
？

日
本
の
フ
ル
タ
イ
ム
労

働
者
の
労
働
時
間
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
国
に
比
べ
年
間

３
０
０
時
間
程
度
も
長
く
、

い
ま
な
お｢

過
労
死｣
が
大

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
長
時
間
労
働
は
、

例
え
ば
、
「
男
性
は
会
社

で
長
時
間
労
働
、
女
性
は

家
庭
の
ケ
ア
と
非
正
規
労

働
」
の
よ
う
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー

不
平
等
と
結
び
つ
い
て
い

ま
す
。
労
働
時
間
の
短
縮

と
賃
金
の
引
き
上
げ
に
よ

り
、
過
労
死
を
な
く
し
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
へ

の
道
筋
を
つ
く
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
働
く
ひ
と
に
人

間
ら
し
い
真
に
豊
か
な
生

活
が
も
た
ら
さ
れ
、
経
済

の
好
循
環
が
生
ま
れ
る
な

ど
、
日
本
社
会
の
重
要
課

題
解
決
の
た
め
に
と
て
も

大
き
な
意
義
を
持
ち
ま
す
。
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『
東
か
が
わ
市
を
「
消
滅
可
能
自
治
体

リ
ス
ト
」
に
公
表
し
た
「
人
口
戦
略
会

議
」
に
抗
議
す
る
』

今
年
４
月
24
日
に
民
間
の
有
識
者
会

議｢

人
口
戦
略
会
議｣

（
議
長
は
日
本
製

鉄
名
誉
会
長
の
三
村
明
夫
氏
）
社
会
保

障
・
人
口
問
題
研
究
所
が
試
算
し
た
、

日
本
の
地
域
別
将
来
推
計
人
口
（
２
０

２
３
年
推
計
）
に
基
づ
い
て
「
消
滅
可

能
性
自
治
体
」
と
し
て
リ
ス
ト
を
公
表

し
ま
し
た
。

そ
こ
に
は
、
全
国
で
７
４
４
自
治
体

そ
の
う
ち
香
川
県
内
で
は
、
さ
ぬ
き
市

土
庄
町
、
琴
平
町
と
と
も
に
東
か
が
わ

市
も
リ
ス
ト
に
入
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
た
本
市
の
市
民
か
ら

将
来
へ
の
不
安
の
声
が
市
役
所
に
も
寄

せ
ら
れ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
特
に
若
者

に
は
悪
い
印
象
を
与
え
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
９
月
市
議
会
の
一
般

質
問
で
市
長
の
見
解
を
尋
ね

た
と
こ
ろ
、
市
長
は
た
だ

｢

違
和
感
を
覚
え
る｣

と
の
答

弁
で
し
た
。

こ
の｢

人
口
戦
略
会
議｣

の

｢

消
滅
可
能
性
自
治
体｣

論
は
、
財
界
か

ら
の
憲
法
が
保
障
す
る
地
方
自
治
と
、

自
治
体
へ
の
攻
撃
で
あ
り
、
私
に
は
絶

対
に
許
せ
な
い
と
怒
り
が
こ
み
あ
げ
て

き
ま
す
。

｢

消
滅
可
能
性
自
治
体｣

論
は
、
若
年

女
性
人
口
が
30
年
間
で
50
％
以
上
、
急

速
に
減
少
す
る
所
を
「
消
滅
可
能
性
自

治
体
」
と
公
表
し
た
も
の
で
す
。
こ
の

分
析
は
時
代
錯
誤
の
間
違
い
だ
と
言
わ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、｢

女
性

が
子
ど
も
を
産
ま
な
い
か
ら
人
口
が
減

少
す
る｣

｢

日
本
の
人
口
が
減
少
し
、
地

方
が
衰
退
し
て
い
る
の
は
、
子
ど
も
を

産
ま
な
い
女
性
に
責
任
が
あ
る｣

と
す
る

の
は
、
女
性
の
尊
厳
を
犯
す
人
権
無
視

で
許
さ
れ
な
い
か
ら
で
す
。
結
婚
す
る

か
し
な
い
か
、
子
ど
も
を
産
む
か
産
ま

な
い
か
は
個
人
の
生
き
方
の
問
題
で
あ

り
政
治
が
介
入
す
る
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

そ
も
そ
も
、
現
在
の
構
造
的
な
人
口

減
少
を
招
い
た
原
因
と
責
任
は
、
今
の

自
公
政
権
に
あ
り
ま
す
。
非
正
規
雇
用

の
拡
大
に
よ
る
低
賃
金
、
子
育
て
へ
の

重
い
経
済
的
負
担
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
後
進

性
な
ど
の
問
題
が
あ
り
、
結
婚
し
子
ど

も
を
育
て
た
く
て
も
で
き
な
い
と
い
う

の
が
、
い
ま
の
若
者
の
現
状
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
私
は
議
会
で
、
「
人
口

減
少
は
自
然
現
象
で
は
な
い
。
減
少
率

を
小
さ
く
す
る
た
め
に
努
力
し
て
い
る

自
治
体
は
全
国
に
あ
る
。
そ
の
経
験
に

も
学
び
、
人
口
減
少
を
く
い
止
め
、
地

域
の
衰
退
を
止
め
よ
う
」
と
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。
地
方
と
地
域
の
衰
退
を
進

め
た
自
公
政
治
に
、
総
選
挙
で
審
判
を

下
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

も
日
本
共
産
党
の
躍
進
へ
皆
さ
ん
と
共

に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

｢

わ
が
町
は
今｣

東
か
が
わ
市
議

東
本
政
行
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フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は

大
学
ま
で

学
費
無
償
。

私
立
学
校
も
普
通

は
授
業
料
無
償
で
、
利
潤
を
得

る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。

世
界
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
で
5

年
連
続

第
1
位
は
納
得
で
き
る
。

日
本
国
憲
法
第
26
条

「
義
務

教
育
は
こ
れ
を
無
償
に
す
る
」

と
し
て
い
る
が
、
義
務
教
育
以

外
の
無
償
化
を
禁
止
し
て
は
い

な
い
。
高
等
教
育
の
無
償
化
を

一
刻
も
早
く
実
現
し
て
ほ
し
い

と
思
う
。

来
年
度
高
校
に
入
学
す
る
1

年
生
で
使
用
す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト

に
関
し
て
、
県
教
委
か
ら
保
護

者
説
明
は
な
く
、
オ
ー
プ
ン
ス

ク
ー
ル
で
配
っ
て
い
た
簡
単
な

お
知
ら
せ
の
み
。
今
年
度
私
立

高
校
へ
娘
を
入
学
さ
せ
た
教
え

子
は
４
月
の
説
明
会
で
タ
ブ
レ
ッ

ト
代
金
７
万
５
千
円
を
徴
収
す

る
と
言

わ
れ
、

驚
き
と

怒
り
の

声
を
上

げ
て
い

た
。
教

科
書
や
制
服
、
体
操
服
な
ど
は

約
30
万
円
、
そ
の
上
に
タ
ブ
レ
ッ

ト
代
金
の
出
費
、
親
の
悲
鳴
が

聞
こ
え
て
く
る
。

７
月
４
日
に
「
教
育
を
よ
く

す
る
会
」
で
県
立
高
校
生
徒
の

一
人
一
台
端
末
の
公
費
負
担
継

続
を
求
め
る
要
求
署
名
を
提
出

し
て
い
る
が
、
再
度

新
た
に
超

党
派
で
署
名
を
集
め
る
と
い
う

こ
と
に
な
っ
た
。
保
護
者
の
思

い
を
署
名
用
紙
に
託
し
た
い
と

思
う
。

是
非
、
あ
な
た
の
力
を

お
貸
し
く
だ
さ
い
。

９
月
26
日
、
袴
田
さ
ん
に
対

す
る
や
り
直
し
裁
判
（
再
審
）

で
、
静
岡
地
裁
は
「
無
罪
」
を

言
い
渡
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
う

け
て
国
民
救
援
会
香
川
県
本
部

は
27
日
昼
、
高
松
地
方
検
察
庁

前
に
約
20
数
名
が
結
集
し
、
捜

査
機
関
に
よ
る
証
拠
の
捏
造
や

再
審
制
度
の
不
備
も
あ
り
、
事

件
発
生
か
ら
58
年
、
死
刑
確
定

判
決
か
ら
44
年
と
い
う
長
い
年

月
を
要
し
た
こ
と
は
許
せ
な
い

と
を
糾
弾
し
ま
し
た
。
検
察
に

向
け
て
「
控
訴
を
す
る
な
」
と

要
請
し
な
が
ら
通
行
人
に
署
名

へ
の
協
力
を
訴
え
ま
し
た
。
引

き
続
き
、
控
訴
期
限
の
10
月
10

日
ま
で
検
察
宛
の
署
名
と
要
請

を
取
り
組
み
ま
す
。
【
４
面
に
】

晴
れ
渡
る
秋
空
の
も
と
、
６

年
ぶ
り
の｢

高
知
赤
旗
ま
つ
り｣

を
思
い
き
り
楽
し
み
ま
し
た
。

「
人
生
の
中
で
天
気
予
報
に
こ

ん
な
に
も
一
喜
一
憂
し
た
の
は

初
め
て
で
す
」
と
語
る
、
春
名

直
章
実
行
委
員
長
の
言
葉
が
印

象
的
で
し
た
。

終
了
と
同
時
に
Ｊ
Ｒ
に
飛
び

乗
り
、
翌
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
の

高
知
県
大
月
町
議
選
に
備
え
ま

し
た
。
浦
木
ひ
で
お
候
補
が
４

期
目
に
挑
戦
す
る
選
挙
戦
は
、

定
数
10
に
対
し
て
２
人
は
み
出

し
の
少
数
大
激
戦
。
実
直
で
地

道
に
活
動
を
続
け
て
き
た
浦
木

候
補
だ
か
ら
こ
そ
、
「
浦
木
さ

ん
は
大
丈
夫
」
の
声
と
の
た
た

か
い
に
勝
ち
抜
き
ま
し
た
。

大
月
町

は
一
度
訪
れ
る
と

忘
れ
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
海
の
美

し
さ
、
人
の
温
か
さ
、
食
べ
物

の
美
味
し
さ
…
私
の
大
好
き
な

町
で
す
。
そ
の
町
が
、
一
次
産

業
の
衰
退
な
ど
で
若
い
人
が
定

着
で
き
ず
、
空
き
家
や
耕
作
放

棄
地
が
増
え
、
医
療
や
介
護
も

不
安
だ
と
の
声
が
住
民
ア
ン
ケ

ー
ト
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
声
に
こ
た
え
て
、
大
月
病
院

の
建
て
替
え
や
、
農
業
・
漁
業
・

水
産
業
を
町
の
産
業
と
し
て
し
っ

か
り
と
据
え
、
発
展
さ
せ
る
と

浦
木
ひ
で
お
候
補
は
力
強
く
訴

え
ま
し
た
。
選
対
本
部
長
か
ら

も
、
こ
の
選
挙
を
総
選
挙
に
つ

な
げ
ら
れ
る
選
挙
戦
に
し
て
い

く
と
の
訴
え
が
あ
り
、
大
変
励

ま
さ
れ
ま
し
た
。

「
高
知
赤
旗
ま
つ
り
」
の
前

日
、
四
国
中
央
市
で
仁
比
聡
平

参
議
院
議
員
を
迎
え
て
演
説
会
。

11
月
に
た
た
か
わ
れ
る
四
国
中

央
市
議
選
で
、
３
期
目
に
挑
戦

す
る
飛
鷹
裕
輔
市
議
と
、
新
人

の
吉
田
幸
重
さ
ん
の
２
議
席
の

必
勝
を
総
選
挙
勝
利
と
と
も
に

と
訴
え
。
体
調
不
良
で
辞
職
し

た
三
好
平
さ
ん
の
後
を
引
き
継

ぐ
た
め
、
吉
田
ゆ
き
し
げ
さ
ん

の
決
意
に
応
え
る
結
果
を
！

勇
気
り
ん
り
ん
エ
ッ
セ
イ

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
国
政
対
策
委
員
長

白
川
よ
う
子

来
年
度
か
ら
高
一
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
有
償
に

新
婦
人
香
川
県
本
部

会
長

小
早
川
加
代
子

袴
田
さ
ん
再
審
無
罪
判
決

検
察
は
控
訴
す
る
な

国
民
救
援
会
香
川
県
本
部


